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大麦,大豆を導入した田畑輪換体系の確立

第 1報 晩播大豆の栽植様式について
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1ま え が き

稲作農業の体質改善が強く追られているなかで,こ れに

対応する一つとして,水稲,大麦,大豆を組み合わせた 2

年 3作の輪作体系を取 り上げた。昭和 53年水稲,秋大麦 ,

54年大豆を作付した。本県の大豆生産は,100～ 120しろ

を推多しており,技術的に解決しなければならない面が多
く,また,大麦との体系上の問題点も多く,昭和54年大豆
には,前作大麦の残得を全量すき込んで,地力維持をはか

る一方,晩播大豆の安定多収栽培を確立するため栽植様式

について検討したので報告する。

2試 験 方 法

試験区の構成 : 表 1に示した。

表 : 試験区の構成

供試品種 :

播 種 期 :

施肥量 eレ4)

土壌改良材 :

畦間浦水 :

規  模 :

コケシンロ

6月 21日

: 基肥 N02,P20506,K2008

追肥 N008(7月 18日 )
苦土石灰 12協る

6月 23日 , 8月 14日 , 9月 17日

157睦 2037,30m畦  4057, 60
●畦 810″, 各処理とも2連制

試験結果および考察

表 2に生育,収量調査の結果を示した。主茎長は, 2本

立区>1本立区で,7当 り栽植本数の多い区ほど長かった。
1個体当りの分枝数は,株間では20>10“ .株立本数では

1>2本であったが,畦幅,条間による差は認められなか
った。主茎節数は, 1本立区がわずかに 2本立区に優る傾

向にあったが,その差は小さく,平均節間長は 2本立区が

長く,密植状態ほど大であった。茎の太さ及び最下着奏高
は,条間,株間が広く株立本数の少ない,つまり,″当り

栽植本数が少なく個体当りの占有面積の大きい区ほど茎

太く,最下着爽高が低い傾向にあったが,機械収穫に大
きな支障はないものと思われる。イ当り稔実業数は,条

間では30>50“ ,株間では,2本立の場合20"区が,1本
立の場合10“区が優った。株立本数では,2>1本立の傾
向にあった。しかし,一節当り稔実業数は,密植状態はど

低下した。

子実収量への性幅の影響は,条間50"の場合3>6>15
■の碩となり,条間30“の場合3≧ 157であった。これは
15π 畦が単位面積当りの栽植本数が全般に少な目であ

ったこと,6■畦は,群落内部の環境条件の悪化が影響し
ているものと思われる。条間の影響は,50"区より30“区
が,畦幅に関係なく多収傾向にあった。株間の影彗は, 2

本立の場合株間20“が,ま た,1本立の場合 10“区が高い

傾向にあった。株立本数では,全区で 2本立区が 1本立区
に優った。また,栽植本数が同一の場合における子実収量
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表 2 成熱期の生育および収量調査

主茎節数

(節 )

百粒重

27 3

25 3

257

25 6

25 4

26 1

27 0

264

25 8

25 1

26 1

26 3

26 7

26 6

27 2

26 5

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

釘
―
宵
―
町
Ｉ
Ч

子
　
実
　
重

＾
ヽ
／

ι

“
　
　
　
　
３５
　
　
　
　
∞

子

実

重

（
峰
／‘

）

2 8      6 7     1011     1415
rul Ю  ∞∞  m511  

“

∞
××  ×X  ××  X×
1020     1020     1020     1020

様 12  12  12  12
本教 133   210   166   266
15m      3い

図 1 栽植様式と子実重

の差異を図 1に示 した。株間 20"2本立区は,10‐ 1本立

区より稔実奏数が多く.また.20第 2本立の百粒重が重く,

株間10“ 1本立より20"2本立が高い収量であった。

晩播大豆における子実収量低下の要因の一つとして,栄

養生長期間の短いことによる生育量の低下が指摘 されてい

るが ,本試験においても図 2, 3に 示すように,子実重と

全重 ,茎爽重 との間に,そ れぞれ r― o952,r-0872の

高い相関関係が認められ,開花までの生育量の増大が収量

に大きく影響することが認められた。晩播のため個体当

りの生育量の増大は難しいことから,蔓化 ,倒伏の生じな
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図2 子実重と全重 図3 子実重と茎葵重

い程度の密植により,単位面積当りの生育量を確保する

ことによって,単位面積当りの総節数,稔実奏数が増加し,

多収に結びつくものと考える。

4ま  と  め

晩播大豆の栽植様式について検討し,次の結果を得た。

1 71r当 り稔実業数は,畦幅では30>60>15■,条
間では30>50“ ,株間では2本立の場合20>10". 1本

立の場合10>20"で ,株立本数では2>1本であった。

2 子実収量は,畦幅 30■ ,条間00編 .株立本数 2本の

それぞれて多収傾向を認めた。

3 同一栽植本数の場合は,株間 10"1本立より20"2本
立が収量増に結びついた。


